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锫
十
二
卷
.

(

八
0
八)

雑
錄
艇
愤
に
關
す
る.研

-!

九、
 

中
英
國
は
鈒
の
最
大
の
！r

要
潜
に
し
てr

は
自
國
の 

銀
食
鑄
造
の
爲
め
に
>
‘ー一k

は
印
度
、
姨
及
及
び
聯
.

命
國
政
府
の
爲
め
に
昨
年
に
於
け
る
、買
入
高
.一
億
ォ 

ン
ス
に
達
せ
b

と
®

せ
ら
る
o

又
南
米
諸
國
に
於 

け
る
造
赂
用
の
需
要
も
其
の
經
濟
界
の
殷
賑
ヾ」

共
に 

增
加
し
、
.米
國
亦
昨
年
に
於
て
三
千
萬
ォ
ン
ス
S

 

恶
し
た
り
。
印
度
の
銀
需
要
は
冏
國
輸
出
貿
篇
發
麗 

の
爲
め
著
し
く
增
大
し
、:
1
九

一

六
年
以
來
多
额
の 

輸
入
を
見
つ
、
あ
り
し
が
ヽ
昨
年
八
月
に
至
り
て
餵 

の
.自
由
輸
入
を
.
.禁
北
せ
ら
れ
し
.以
來
、
政
府
保
有
の 

紙
幣
發
行
準
備
た
.る
銀
货
.の
取
付
け
.を
見
、
令
日
に 

於
て
は
一
方
に
紙
幣
の
#

行
高
は
十
：

1

億

留

比

を

算
' 

し
非
常
の
增
加
を
來
せ
る
.：に
、
他
方
龈
準
備
はI
九 

一
五
年
の
四
億
留
.此
ょ
6

1

,億
.餘
«

比
に
激
減
せ
る

\ 

の
狀
態
に
し
て
、

一
九
：

L

六
年
、
七
年
に
於
て
印
度
：

. 

ば
ニ
嫌
四
千
蔣
傲
此
の
：銀
貨
を
錘
造
せ
る
に
拘
は
ら 

ず
、
尙
ほ
鈒
準
備
は
右
の
如
き
減
退
を
示
し
印
度
の 

銀
需
耍
は
今
n

®

界
紀
於V

.

最
も
强
烈
の
も
の
匕
な

/

第

六

钺

一

〇
四

b
、
今
W
の
條
に
放
棄
，せ
ん
か
兌
換
f

の
恶
礎
大 

に
危
く
な
る
べ
し
。

'

•

銀
の
造
幣
用
ミ
し
て
の
需
要
かC

の
如
く
强
大
なi
 

し
か
ば
、
エ*

用
の
.
需

要

：
は

.戰

前

ょ

ぅ

大

に

減

退

し
 

f

o

然
る
忙
平
時
に
於
て
は
银
の
浮
動
供
給
高
六 

千
萬
.
オ
ン
ス
內
外
を
算
せ
る
も
の
、
今
口
に
：て
は
浮
’ 

動
龈
の
供
給
絕
無
な
る
は
，勿
論S

全
體
に
於
て
供
給 

不
足
を
告
げ
多
少
め
産
額
增
加
の
如
き
何
等
の
影
響 

な
く
、
龈
の
需
給
は
全
く
其
日
過
し
の
狀
態
に
在 

ぅ
。
而
し
で
銀
の
造
幣
用
と
し
て
の
需
要
は
今
後
.も 

衰
ふ
る
こ 
€ 
な
か
る
ベ
<
 

’
il
#

v

J

:

M

^

@

i

<

+
 

年
間
位
は
：各
國
殊ic
金
貨
^
同
攸
し
又
は
紙
幣
を
極 

度
に
增
發
し
た
る
邦
國
：が.、
齓

貨

.を

整

理

す

る

上

に
 

於
て
銀
貨
は
重
要
な
る#

ぎ
を
爲
3
 

S

る
べ
か
ら
ざ 

る
|1
-
豫
想
す
る
に
：醫
:̂

ざ
る
所
に
し
て
、
或
る
專 

門
家
の
說
に
依
れ
：ば
戦
後
十
年
間
位
は
®

罾
用
ビ
し 

.て
の
銀
の
需
要
額
は.年

1
1

億
.オ
ン

ス

を
下
ち
ざ
る

ベ

： 

し
と
。
果
し
て
然
ら
，ば
銀
，の
爾
要
は
當
分
減
退
す
る 

こ
と
な
か
る
ベ'
き
^
。
 

.

-•
^'

 

:財

政

㈡

.

.
‘

:

_

::
.ぐ—

掘

.
:
沣

第U

章

第

二

節

銀

行

の

狀

_ 

.

.:;
銀
行
の
狀
態
の
戦
時
に
：於
て
？
特
R
興
味
あ
る
事
實 

.に
就
て
は
多
言
を
要
せ
ず
。
：之
を
全
體
に
就
て
云
ふy

 

き
は
、
英
11
1
幷
に
獨
逸
；に
於
^
る
戰
淨
の
實
驗
は
銀
行 

.■業
な
；る
も
の
が
生
產
カ
又
は
勸
勞
に
眞
實
の
素
地
を
有 

す
る
の
事
實
を
證
明
し
た
り
。
獨
逸
の
飯
行
が
商
工
業 

■:上
の
企
業
に
關
係
を
結
ぶ
0
深
き
に
過
ぐ
る
の
點
仪
就 

て
は
、
：職
爭
の
初
期
ょ
6

批
評
を
生
じ
'
戰
爭
の
久
し 

き
に
宜
る
に
隨
ひ
、
制
度
崩
壤
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至 

る
の
說
行
は
れ
た
る
が
、
0
K

一
 

方
の
極
端
論
芯
は
英 

國
に
於
て
も
、
將
/a
又
郝
逸
に
於
て
も
國
家
が
興
信
用 

を
银
行
の
爲
め
に
使
历
す
る
以
上
は
、
銀
行
制
度
の
永

久
に
崩
壤
す
る
恐
な
しe
す

る

者

办
M

^

f e
M

 

.
時
R

於

て

、

銀

行

業

に

關

す

る

經

濟

上

の

理

論

^:
勝

利 

を
博
し
た
る
は«

を
.
容
れ
す
、
即
ち
英
國.に
舊
來
行
は
. 

，
れ
た
る
各
種
の
債
務
は
銀
行'の
帳
簿
上
、
之
に
對
す
る 

■

債
權
を
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
ど
，云
ふ
格
言
は
®
事
公
偾 

の
數
次
に
苴
る
發
行
幷
に
、戰
晴
の
財
源
處
理
に
關
し
て 

其
眞
理
な
る
こ
ど
を
證
明
し.た
卜
。
銀
行
の
關
係
す
る 

點
ょ
5

云
ふ
ビ
き
は
、
戰
爭
第
|ー

 I.

年
に
於
け
る
願
著
な 

る
事
相
は
千
九
西
十
七
年
ー
月
士
百
ょA
 

H」

一
十 

六
日
.
に
亘
る
.大
軍
事
公
偾
の
發
行
：、
錄
行
信
用
の
繼
«

 

す
る
膨
脹
、
之
に
伴■
ぅ
銀
行
預
金
幷
R -
支
挪
準
備
金
の 

增
加
等
に
し
.
て

以

下

是

等

の

に

.就
て
論
ず
る
所
あ 

る
可
し
。

' 

I

、
英
蘭
銀
行 

.

千
九
74

十
六
年
八
月
ニ
日
に
終
るj

迥
||
«

€

千

九

百 

十

七

年

八;-
]

一
 

C：

に
終
る一

週
問
と
に
於
け
る
英
蘭
銀 

.
行
報
吿
を
此
較
す
る
に
觅
な
る
頊
目
の
異
動
左
の
^
し

第
十
二
卷(

八〇九

)

、雜
錄
戦
爭
と
信
用
姐
貨
池
に
財
政

幣六號

i 

§



辦十
i

紙
幣
流
瓶
萵

狨
行
部
に
於
け 

る
金
货
命
塊

營
業
部
に
於
け 

る
政
府
說
描

锬
樂
部
に
於
け 

ゐ
其
他
i

鞍
槳
部
に
於
け
、

る
！！#

八；：，
KI
-

孩
府
.
0

金 

试

問

预

金 

銀
行
振
出
手
形

(

八
-
1〇)

雜 

1

九
一
六
半
八
爿
ー
ご 

三
六
、六
5£
七
、
六
ニ
31 

玉
ニ
、九
1

〇
、
一
九
五 

四
二
、
一
 

八
八
、
三
六
一 

七
五
、
六
五
七
、
一
六
六

1

七
、八
四
五>
五
ー1
七 

五
一
、〇
〇
九
、九
七
九

八
3£

、五
1

七
.、
！ニ
九1

磅
錄

戦

爭

と
.像
‘州
通
貨
尬 

1

九一

セ
^
/\
-
月
'

「

日
'..
 

四 
0、
！̂

六
、&;
1
:
0
:
,

:
瓦
0
>四
兰
.九
、
六
4ハ
1 

.

一
一
〇
、
六
；土
四
、
八3£
ニ

1
六
ー
、〇
九
四"
五
ー
三
'.

四
四
、
八
一
一
、
七
.三
九 

ニ一
八
、
七
四
四
、
一
九
六 

.

一
六
、
一
六
七 

1
七
三
、
五
七
ニ
、
ー
〇
ニ 

三
〇
、
四
ニ
九
、
五
九
三■ \ 

ー
郫
八
分

三r

九
ニ
四

以
上
コ
石
合
計】

三
六
、
五3 »

:

九
、
ニ
九
四 

支拂準備金一

:
プ
ハ
、六
七
六
、
八
〇
九 

準
備
金
比
雎 

ニ
刺
七
分

上
农
に
據
れ
ば
千
九
西
十
六
年
八
月
ょ
彡
翌
年
八
月 

に
茧
る
間
に
於
て
、(

一)

英
11

銀
行
紙
幣
流
通
高
は
三 

西
八
十
一
离
九
千
磅
を
增
加
し
、

(

ニ)

金
貨
準
備
は
後 

年
に
於
て
三
百
七
鹛
五
千
磅
を
減
じ
、

(

三)

政
府
預
金 

は
稍
や
減
少
し
たる
，に
對
しf

 

.

R間
預
金
は
英
蘭
鈒
行 

の
新
に
行
へ
る
信
用
に
迎
き
て
ヽ
四
千
三
百
二
十
ニ
萬

に
財
政 

第
六
縱
，

一
〇
六

七
千
磅
を
增
加
し
、(

四)
一

月
二
月
三
月
の
間
^
於
$ 

'政
府
證
_
>

其
他
證
書
、
政
庥
預
金
、
民
間
預
金
の
嗔 

項
に
大
な
，る
變
動
を
生
じ
、
例
へ
ば
政
府
說
書
ば
ニ
规
'
 

七
R
に
於
て
ニ
億
一千
ニ
西
三
十
九
馮
六
千
五
W
九
十 

七
磅
に
、
其
他
證
番
は
三
月
七
日
に
於
て
一
億
九
千
六 

百
.

11

海
九
千
磅
に
、
政
府
預
金
樣
三
月
七
日
'に
於
て
'1
 

.
億1

1

千
八
十
八
莴
九
千S

莨
六
十v

f

碗
：に
、
其
他
預
金 

は
一『

月
七
日
に
於
て1

S 

ニ
千
六
西
四
士
ハ
與
九
千
九 

百
十
六
破
に
上
れ
，る
が
如
く
、
何
れ
も
從
來
の
記
錄
.を 

磷
れ
6
。
瘙
れ
一
月
四
日
以
來
大
,«
省
^
芬
0
發
«
¥ 

屮
止
し
、

一

方
に
新
軍
^
公
偾
挪
込
金
の
收
納
ぜ
ち
る 

、
ま
で
、
政
府
が
英
蘭
銀
行
に
就
て
借
入
金
を
’爲
し
、
 

政
府
が
犁
事
公
偾
挪
込
金
を
收
納
す
る
に
隨
て
之
を
挪 

臥
じ
V
市
中
諧
鍛
行
於
英
蘭
.銀
行
に
就v

借
入
金
を
爲 

し
、
後
に
之
を
偾
還
す
る
等
大
な
る
金
融
上
の
取
引
行 

は
れ
た
る
結
果
な
i

と
す
。

英
M

銀
行
は
千
九
西
十
六
年
の
初»

に
於
て
、
’營
業

,

上
の
新
例
ぶ
開
き
、
特
別
の
約
足
の
稆
せ
ざ
る
限
6

、 

三
日
以
前
の
通
妇
に
依
て
引
出
さ
る
可
き
條
件
の
下
に 

|

萆
の
刺
子
を
付
し
て
，
諸
銀
行
ょ
り
貨
取
金5:
.
收
受 

す

る

こ

と

、

し

、

始

め

は

之

を

組

合

銀

行

の

.

.
み

に

限

ぅ 

英
g

m

行
が
右
の
利
率
を
足
む
る
や
、
金
融
業 

遨
は
自
然
此
以
上
の
利
率
を
以
て
、
資
金
を
他
‘に
融
通 

す

る

こ

爲

る

が

故

に

、
右
の
方
法
は
英
蘭
鈒
行
に 

金
副
市
場
を
統
翰
す
る
權
能
を
與
ふ
る
こ̂£
の
大
な
る 

も
の
，f

。
千

九

西

十

六

年

の

上

半

季

に

於

て

は

、.
、
右

の 

利

率

ゆ

四

分

乃

至

四

1

^

麗
に
居
れ
る
納.、

七

月̂:
旬 

に
入̂

て
五
分
に
上
り
、
更
に
千
九
西
十
七
年
一
月
の 

第
一
一®
^-
■

银
fl

^
大
ic

省
證
券
の
»

却
を
中
11
:
.
す
る
，一
 

と
共
に
、
.蘇
格
蘭
諸
鈒
行
幷
に
殖
民
地
諸
銀
行
ょ
ぅ
も 

亦

®

付

金

を

收

•
受

す

る

こ

と

、

し

、

期

間

の

長

短

R

-依 

办
.、「

利
率
を
1

1

分
五
厘
方
至
'
艽
分W

し
一
：.

1

月一

一
十
六
！
^
 

に
茧
6

、
交
換
所
舰
合
歡
龈
行
ょb

の
貨
付
金
に
對
す 

る
利
率̂
.

侧
.分
$

厘
ど
し
、
，他
銀
行
ょ
ヶ
の
«
付
金
に 

母
T

'i
:
 

(

•八
こ)

' 

雜
錄
戦
银
と
便
用
姐
培

對
し
，て
は
期
間
の
長
短
に
依A

、

四

‘
分

乃

至

四

分

五

厘
 

,

S

し
、
四
月
十
七
日
英
蘭
銀
行
の
公
定
利
率
が
五
分
五 

厘
ょ
b

五
分
に
低
減
せ
ら
れ.
た
る
際
に
は
、
右
特
殊
預 

金
の
利
子
に
は
何
等
の
變M

加
へ
ら
れ
ざ
り
し
が
、
六 

\

月
十
九
日
に
：至.
b

>

組
合
.
銀
行
に
對
す
る
利
率
は
：：四
分 

\

に
、
他
銀
行
に■
對
す
る
利
率
は
三
分
五
厘
に
低
減
せ
：ら 

I

れ
ヽ
•
斯
く
英
跗
銀
行
の
諸
龈
行
の
殘
高
に
對
し
て
與
ふ 

る
利
子
の
步
合
が
英M '

鈒
行
の
公
定
歩
合
に
代
^
^
金 

|

.
融
市
場
を
宏
右
す
る.
に
至
れ
6

.。

\

驗

難W

年
に
於
ゆ
る
英
麗
行
割
引
步
合
S

M 

j

は「

一
喃
を
數
へ
た
ぅ
。
即
ち
中
九
西
十
七
年

f

月
十
八 

日
割
引
淡<
^
六
分
ょ-
甚̂
分
五
嵐
に
引
：下
げ
.
6
た
.な

一
是
れ
細
育
S

V

'

爾

諸

州

ょ
6

早
：ぐ

資

金

廳

收
U

又
歐
洲
ょ
6

繼
緻
し
て
金
貨
の
流
入
す
る
も
の
大
なh 

し

I 

.方
に
、.
.
合
衆
國
に
於
て
英
國
公
僙S

億
五
チ
i

.

 

の
成
立
し
た
る
結
粜
な
り
。
本
來
前
年
七
月
十
三
日
に 

於
て
割
引
步
合
の
六
分.に
引
上
げ
ら
れ
た
る
は
姐
育
に-.

哗
に
敗
软
，
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起
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る
金
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講
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衛
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ら
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て
前
記
.の
引
下
を
見
た
る
次
第
な
ぅ0

而
し
で
四
月
五 

W
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又
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節
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迫
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融
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較
し 

て
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恶
な
る
相
違
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ぐ
れ
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の
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し
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一
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幣
流
通
路(

發
行
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營
業
部
所
茌
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磅
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り
。
然
も
流
通
高
の
七
割
万
至
七
割 

五
分
ば
；牛
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に
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時
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行
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ら
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融
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ら
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營
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並
に
英
勘
銀
行
所
莅
视
金
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當
座
弛
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短
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通
知
資
金
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一
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パ
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分
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千
磅
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中
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四
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.
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+) 

三
、〇
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六
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五
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八
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一 
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七
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〇
六 
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六
、
ニ
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1
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一
、四
八
六
、
七
七
八
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ニ
四
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四
二1 

一
〇
1
、
五
1
〇 

四
四一

、
〇
五
ニ 

1

ニ
七
、
四
〇
ー 

四
九
八
、
二
八
五 

六
五
、八
三
一

二
八
、
ニ
七
八 

1
、

四
八
六
、
七
七
八

m
、
一

六
、
八 

ニ
九
、七 

八
、
六 

三
三
"
五 

四
、四 

r

九 

1

〇
〇
、〇

九

借

方

ハ パ、
十 +  +  +  +  — 十 +

W

三
年
#
に
一
九
一
六
申
に
於
け
る
全
英
國
諸
銀
行
貸
借
對
照
表

一
.;■
'
九
:」

六

''
年 

一

九

一

三

年

千
磅
.

v
i:
'
:
莨
分
中

 

中
磅
.

百
分
中

财

诚

■ 

>

#
 

七
四 

1

、
〇
六
六 

.

九
九
ニ

七
、

P

四
：

I

八
、
五
〇
玉 

ニ
〇
七
、

1
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四

ニ
九
四 

ニ
ニ
ー
、
三
九
四

J
1

ニ
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八
丸
四 

.
ニ
〇
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七
〇 

四
、
三
九
ニ 

四
八
、
七
丑
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三
五
、
ニ
ニ
八 
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五
〇
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六
六 
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ニ 

!
、
三
九
四

m

千
磅诚

秘拂

込

濟

資

本

,
金 

立

.
金

計
m  m

幣

流

通

益

勘

觉金受.岛

質

债

合

計

贷

方

手
元
並Li

英
蘭
銀
行
所
在
現
金 

常
座
並
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通
知
資
金

放 

賢

：

割
.

.
引
.
.
手
.

形 

贷

：

,

.
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引 

愛

:
' 

銀
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述

物

典
'
他
：
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資

產

合

：
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六 
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四
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四
〇 
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1
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七
0

3

.七
二

,
三
三
七
、
ニ
八
玉 

ニ
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>
六
八
〇 

;四
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六
、
六
六
〇 

1

七
六
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四 

五
三
三
，
五】

，
三 

ン
七
.S
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3
六
.
'

.

.ニ
八
、
五
四
四 

，七
◦
八
、，

r

七
ニ

:

四
'
1 

ニ
、
六 

六
、七 

ニ
、〇 

西
、
3 

」

八
六
、
六 

、四
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I

〇
〇
、〇
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ニ
〇
ニ 

四
六
、
六
二
，
一
 

二
七
、
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'
1
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、九
八
で 

六
3
、四
五
八 

,〇
七
〇
、
六
八/ 

六
、〇
九
四:'
:
' 

，二
七
四
、
〇
三
七.

〇 八
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五
〇
五 

三
、〇
四
3 

三
、
五
四
八 

■ 

一
 

<

、
A

H

H
 

1
〇
、八
如
八 

四
〇
八
、一
五
九 

1.

八
七 

四
三
.四
ゝi

三
艽

以
下
項
を
分
ち
上
記
數
表
を
解
剖
し
、
'
且
.つ
評
論
す 

可
し
o 

.

<■

.
S

支
拂
雜
備
金
のif
加
. 

.'

市
中
麗
行
は
千
九
宵
十
六
年
を
通
：じ
；て
、
rr

-
謂
支 

挪

準

備

翁

ち
S

麗

表

に

於

て

、i

s

英
蘭

一
九
、
ニ

一
 

五
一r

三
〇
八
'
 

ニ

、九
.(

+)

'
一
八
四
、九
七
七 

七

〇

一

四
五
、六
三
ニ
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一

 

一
、四
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.
0
1
1
ニ一、九
3£
ニ 

ニ 
3

ハ

ニ
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、九

三

四

h

ハ
、
六

¥

) 

ニ
ー5
、七
ー
ー
六

ー
0

三 

ニ
ハ
八
、
三
九
六
，

1
H
、
ニ 

(

十)

b
-
ba£
\ 

r
一
 

九

3£
〇
五
、七
八
〇.

H
九
、セ

(

i 

ニ
七
、
七
三
三 

声

-

.

六
三
、四

五

八

五
.、〇

(

十〕

.

.

.
5
、八
七
-八 

5

^

ニ
七
、
琶

九
.

：
ニ
、
ニ
 

£
 

.
.

l
、〇
i
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C

,
ニ
七
四
、
〇
三
七.

5
0

、〇

(

+
>
四
三
四
、
ニ1
2
-

龈
行
所
在
現
金
と
し̂

知
：&

る
，>
金
«{

を
增
加
ず
；る
こ 

と

！：攀

？$
1

1

翁
磅
に
及
：べ.ん

然
6

ば
諸
銀
行
は
.
. 

如
何
に
.
し
て
此
金
額
に
斯
ぐ
異
常.，の
增
加
を
致
す
を
得. 

た

る

：
か
、
。

.
"是
.れ
攻
究
に
値
す
る®

要
開
題
な
6
 

o

支
静 

準
.
備
金
の
合
訃
额
に
就
て
、
第
 

一̂

考
ふ
可
§

は
諸
«

.

第

十

ニ

翁(

八
ー
ざ

第
六
城



,

欲
十
二
®

■

(

八
一
八)

雜
錄
戰
爭
と
信
用
撖
货
他
に
财
政

行
が
英
11

龈
行
に
布
す
を.
所
！

i

準
備
金
は
特
に
保
管
せ 

ら
る
A
 

k

非
ず
、
又
特
に
法
貨
の
.形
態
に
於
て
所
有
せ 

ら
る
、
に
非
す
、
軍
に
英
蘭
銀
行
の
®
金
に
麗
す
る
偾 

務
m

し
て
、
其
支
挪
に
就
き
、
他
の
預
金
に
比
較
し
て
、 

優
先
權
を
有
せ
ず
、_

て
，「

手
元
幷
に
英
蘭
龈
行
所
在
.ー

I

』

t

H

、
'市
I

f

 

l

霧

農

に
I

 

\

る
、
も
の
は
銀
行
自
身
の
金
庫
に
於
け
る
現
金
幷
に
英
一 

蘭
銀
行
の
帳
筂
に
於
け
る'信
用
：の
濺
高
に
外
な
ら
す
。 

第
二
に
注
意
す
可
令
は
、
一
市*

諸
龈
行：
の̂

す
る
法
貨
■

::

の
，高
と
其
英
蘭
銀
行
に
淤
け
る
諸
餵
行
の
殘
高
と
は
諸 

飯
行
が
後
蒋
を
公
に
せ
ざ
る
を
以

V
、

之
を
知
る
能
は 

ず
？
甚
だ
し
き
に
至
：つ
て
ば
、
，手
元
現
金
、
.英
蘭
銀
行 

に
於
け
る
殘
高
ヽ
當
座
短
期
通
知
資
金
を
 

一
«

し

て

計|
 

笕
す
る
少
數
の
小
银
行
ぁ
ト
ド
開
戰
前
魂
蘭
龈
行
に
於
：
 

け
る
.諸
錐
行
の
殘
高
は.平
均1

1

中
萬
磅
ょ
上
|
千
五
1| 

黹
®

に
至
る
間
に
在
6

ミ
推
測
せ
ら
れ
た
る
が
、
此

金: 

額
は
時
に
英
蘭
餵tr
營
業
部
の
支
挪
準
備
金
を
超
過
し

：

第

六

獰

ニ

四

、

た
る
，の
事
例
少
な
し
と
せ
ず
。
斯
く
市
啦
諸
鈒
行
の
所 

有
す
る
法
貨
の
現
在
高
は
英
蘭
銀
行
に
於
け
る
殘
高
，と 

分
離
し
て
、
計
算
す
る
を
得
ざ
れ^

も
、
戰
時
市
中
餚
，
 

銀
行
の
支
挪
準
備
金
の
增
加
し
た
る
は
、
要
す
る
に
英 

蘭
銀
行
に
於
て
ヽ
諸m

w

の
^
す
る
殘
高
の
增
加
し
た 

る
結
果
に
む
て
、
而
し
て
殘
高
に
增
加
を
來
し
た
る
原 

:

因
は
何
れ
に
在
纟
や
左
の
數
：點
ば
普
通
の
場
合
に
於
て 

殘
高
增
加
の
原
因
を
以
：て
、
目
せ
&
る
>も
の
な
&
。

(

一)

銀
珩
の
取
引
先
が
法
貨
を
引
出
す
ょ
&
も
以
上 

に
預
金
を
爲
し
た
る
乙
と
。
-^
和
狀
態
の
下
に
於
て
は 

一
年
中
の
或
る
時
期
に一

時
斯
る
现
象
?:

生
ず
る
こV

J

 

あ
れ
ど
も
.
、
千
九
西
十
六
年
中
又
は
：開
®
以
後
必
期
問 

に
於
て
は
、
预
入
以
上
の
引
出
あ
れ
る
こ
と
を
否
定
す 

る
能
は
す
。
即

ちr

般
の
物
领
騰
貴
し
、
叉
貨
鈒
上
進 

し
た
る
爲
め
に
ヽ
多
額
の
法
貨
、を
流
通
む
付
す
る
を
必 

婴
ヾ
し
し
、
市
中
銀
行
に
就
て
、
引
續
い
て
法
貨
を
取
付 

く
る
に
至
.
.れ
る
4

.の
な

り

'0
,
:

:

■，
三

)

市
ホ
諸
銀
行
は
或
は
英11
銀
行
に
就
て
ヽ
法
貨 

;

，を
取
付
け
,ヽ

或
は
以
下n

 i 

>

:四
、
五
の
諸
®
に
述
ぶ
る
べ 

方
法
に
依
6

、

英

蘭

龈

，行

に

有

す

る

預

金

殘

高

を

增

加
 

し
て
、
以
て
各
自
の
支
挪
柩
備
金
を
增
加
す
る
こ
ミ。r 

此
方
：法
は
戰
時
政
府
紙
幣
の
發
行
が
市
中
諸
銀
行
の
支
.j 

泰
準
備
金
に
及
ぼ
し
た
る
間
搂
の
影
響
に
依
：て
、
之

を

j 

說

，
明

す

る

を

得

べ

し

。
''

蓋
し
俶
中
諸
鈒
行
杧
し
.て
英11I. 

.
顧
：行
に
就
て
、
政
府
紙
幣̂:
取
#:

け
ん
か
、
諸
鈒
行
の.

獲

高

は

同

額

だ

け

減

少

す

可

し

。

恶

し

も

諸

，銀

行

に

.
し
：j 

て
?r

く
，弓

&

し
た
る
紙
幣
を
金
撕
內
に
貯
藏

せ

ん

か

、

| 

31

支
刺
準
備
金
?)

出
の
爲
め
に
、
減
少
す
る
にS

ら

ず

j

 

:

ど
雛
も
ヽ
；諸
鈒
行
が
紙
幣
を
资:0
の
.
取
引
先
-̂
向
つ
て 

挪
出
す
こ

と

、

爲

，ら

ん

か

.
、
ー，
全

體

.

の
.支

挪

準

備

金

は

減

：
一 

少
す
可
し
、
«

政
府
が
英
1 ]
鈒
行
に
就
て
紙
幣
の
引
出 

3

れ
た
る
爲
め
に
生
じ
た
る
信
刖
に
侬
賴
す
る
^
至
つ 

て
、
右
の
勢
を
抑.
制
す
る
を
得
べ
し
。
換
言
す
れ
ば
政 

府
の
支
'*
^

令
は
多
く
»{
|
,
ホ
«
行
の
取
引
先
の
手
に
入 

婼
十
ニ
卷
‘ (

A

1

九)

雜
：
，
錄.

戦
f

信
用
狐
質
他

るV
,

雖
■も
、
結
局
市
中
銀
行
の
■手
に
收
め
ら
れ
て
諸
銀'
 

:

行
の
英
蘭
銀
行
^
於
け
る
殘
高
に
充
て
ら
る
、
に
至̂ 

ば
なC
S
。

(

三)

英
蘭
銀
行
が
手
形
仲
買
人
其
他
の
資
金
請
求
渚 

'

に
信
用
を
：與
ふ
る
こ
と
。
或
る
理
由
の
下
に
、
市
中
狡 

.
行
か「

手
元

#

に
英
蘭
銀
行
所
在
現
金」

を
增
加
せ
んS

 

欲

.1
'

る
'
と
き
は
、
銀
行
は
手
形#

買
人
幷
に
市
場
^
於 

け
る
他
.
の
债
務
者
に
就
て
、
貨
出
金
の1
部
分
を
甸
收 

-

す
可
く
、
斯
く
て.後
者
を
し
.
.て
英
蘭
銀
行
に
狒
て>
 

融 

通
を
仰
ぐ
の
已
む
を
得
ざ.る
R

M

ら
し
む
可
し
。
吨，成

 

引
は
英
蘭
鈒
行0

帳
簿
に
.：就
て
，
.云
べ
ば
、
龈
行
業
者0
'
 

殘
高
を
增
加
し
，
又
：貸
出
割
引
を
增
如
せ
し
む
る
こ
と 

. 

>

爲

ゐ

：
可

し

。

.

戰

時

市

中

諸

：銀

行

の

支

挪

準

備

金

は

播
 

沏
し
/2

り

^
»
も
、
此
增
加
た
る
必
ず
し
も
千九

百
十
 

1

一1
?

十
二
月
末》 j

千

九

.，百
十
ふ
ハ
年
十
一
一
月
末

，
&を
比
較 

し
、
市
中
龈
行
幷
に
手
形
伸
買
業
當
の
英
蘭
银
行
に
於 

W

る
.
借
入
金
の
堪
加
し
た
る
結
染

-
V
J

す
可
か
ら
す
。
千

,|
;
袭

:
.
: 

.
 

f 
释

パ

：
'
I
.
S
, 

'
 

.



IJ
1
te

f:

绡

十

二

卷

(

A

l

l

o

)

雜

0

戦
爭
と
信
;1
1
撖
货
搜
11
|
政

姑
六
號

九f
s

十
六
尔
末
の
此
秫
借
入
金
が
平
和
時
代
の
年
末
に 

比
枝
し
て
、
小®

に
止
ま
れ
る
は
、
千
九
西
十
三
年
十 

一;
;'
|

ー
一
十
四HI

と
同
三
十 

一S
.
W

に
於
げ
る
增
加
一
千 

六
西
ニ
十
萬
#

、
千
九
百
十
三
年
'+
1

月
十
七
日
と
同 

三

十1

日
^

に
於
け
る
#

加

1

1
.千
；五
百
十
74

磅
に
對
し 

て
、
.
千

九

百

十

六

年

十

二

艿

ニ

十

日

と

同

一

ー

+

ゼ

日

ビ
 

に
於
け
る
増
加
百
八
十
萬
破
、
千%
w

+

ふ
ハ
年
十
二
月 

十

三

日

と

同

一

一

十

七

日

と

に

於

け

^

增

加

.一
一
百
四
十
萬 

磅
に
過
ぎ
ざ
々
し.
の
事
實
を
以
て
、
之
を
類
推
す
る
を 

得
.ベ
し
ノ
而
し
て
市
中
諸
龈
行
は
千
：九
百
十
七
^

|

月 

十
.

一
j

日
ょ
6

.
同
ニ
十
六
日
に
至
るti
l

l

®
事
公
債
1

0

 

爲
め
に
、
英
蘭
銀
招
に
支
挪
を
季
の
必
要
に
接
し
、 

其
或
ぶ
も
の
は
英
蘭
鈒
行
に
就

V

一
 
時
融
通
を
仰
ぎ
た 

れ
ど
も
、
其
後
政
府
の
經
费
拂
出
の
行
は
る
、

V
J

共
に 

直
.̂-

偾
還
せ
ら
れ
たU

 

:
 

‘

:
;

:■
'

(

四)

英

11
龈
行
が

'
|
般

の

取

引

先

に

信

用

を

與

へ

、 

取
引
先
は
借
入
金
の
全
部
又
は1

部
を
英
蘭
銀
行
に
於

丨
け
る
勘
®

に
移
す
こ
と
。
第
三
項
に
說.明

し

‘
た

る

が

如
 

く
、
.
手
形
仲K

業
*

.

が
市
中
諸
雜
行
の®

付
金
；

i
：

收
に 

接
し
.
、
之
に
應
ず
る
爲
め
に
，、
英
蘭
餵
行
に
融
馨
仰 

I

同
銀
：行
に
於
け
る
銀
行
の
殘
高
恩
加
す
る 

ら
し
む
，る
信
用
‘發
生
幷
に
振
替
の
，

1

例
證
な
る
が
、
又 

他
^

蓄

銀

行

に

就

ズ

、
，

資
金
：を
借
入
れ
、
其
振
替
に 

依
^

、
市

中

諸

銀

行向
：：

つ
で
、•
.借
入
金
を
決
濟
せ)

ん 

と
す
名
'者
あ
.

^
雨
しV

英
1|

龈
行
が
此
秫
の̂

^

_
 

a

を
爲
ず
や

■ヽ
同
銀
.
行

業

報

幾

に

は

、

「

其
#

n

靡
 

「

其
他
預
金」

'

0

金

額

を

增

加

：す
.る
に
至̂
.

可
く
、
時 

に
市
中
諸
銀
行
が_

^

»

定
に
®

#

を
.爲
す
'
場

合

^

は 

「

其
他
瞪
書」

に
於
け
る
と
：闾
類
め
壻
加0「

其
他
预
金」 

に
生
ず
名
こ
と
な
し
と
雖
も
、；

般
の
寐
則
ど
し
て
は 

「
:w
:

ハ
他
預
金」

に
於
け(

る
大
な
る
*
加
は
英
繭
銀
行
に
於 

か
る
，諸
银
行
殘
高
の
增®

に
®

く
も
め
ビ
認
む
可
し
。

C

五)

市
中
諸
銀
行
が
蓄
龈
行
宛
振
出
.手
形
を
同
傲 

行
に
於
け
.る
諸
鍬
行
の
勘
定
に
振
替
ふ
る
こ
ビ
。
是
等

支
\ »

に
供
す
る一

方
に
、
市
中
諸
«

行
は
«

借
對
.照
表 

に
於
て
，
.之

贫

「

當
座
幷
紀
短
斯
通
知
資
金」

の
填
^
 

•
加
べ
中
、「

手
一
兀
幷
に
英
蘭
銀
.行
所
在
現
金」
.

の
項
に
骰 

き
た
る
こ
と
。
政
脾
の
借
入
金
に
し
て
、
此
種
の
形
式 

I
.

に
揚
す
る
も
の
は
ヽ
今
囘
の
戰
荦
前
に
於
て
は
、
.
絕
.無 

一
な
b

し
が
、
千
九
首
十
六
年
に
至
ゲ
ヽ
下
記
四
伽
の
a
 

由
へ
に
侬
セ
實
行
せ
ら
ふ
至
^

V、
(

a)

斯
る
，方
法 

に
，
し

て

實

行

せ

ら

.，
る

、£
.非

'ざ

れ

ば

、

，千
九
^

+

六
年
. 

特

に

英

蘭

銀

j

巾
市
哳
諸
德
行
の
支
拂
準
備
金
は
.j..

«

一
 

千
三
胃
㈣

谤

0
振
出
手
形
は
英
蘭
銀
行
に
於
け
：る

35^

殘
高
又
は
同
：
 

銀
行
の
爲
し
た
る
貨
出
金
に
宛
て
、
振
出
さ
る

 
>
も
の 

に
し
て

*ヽ
中
謎
銀
行
の
權
利
た
ぅ
、
又
は
諸
銀
行
の 

取
引
先
の
權
利
た
る
可
き
金
額
を
代
表
す
。
戰
爭
中
諸 

爾
，

V

は
政
府
のhJ3.
!£
‘&
支

拂

を

代

衷

す

，る

振

出

手

形

を

. 

英
蘭
銀
行
に
拂
込
み
た
る
が
、
是
等
の
字
形
は
始
め
市 

中
諸
鈒
行
が
自
己
又
は
取
引
先

01^

偾
應
慕
金.VJ

し
て 

■又
ば
組
稅
の
徵
集
金
と
し
て
ヽ
國
庫
勘
定
に
移
じ
た
る 

金
額
に
對
し

V

振
出
さ
れ
た
る
が
故K
、

*  
..起
令
き
。然も政府の經齋ビして挪出す金额 

は
市
中
諸
銀
行
が
國
庫
勘
定
に
拂
込
む
金
額
ょ
ぅ
も
大 

に
し
て
、
兩
漭
の
爰
は
自
ら
開
戰
以
來
英
蘭
銀
行
に
於
：
 

け
る
市
中
諸
飯
行
の
®
高
を
增
加
す
る
M
因v

j

爲
6
1> 

乙
と
を
疑
は
ず
。

(

六)

市
中
諸
龈
行
が
英{1
鈒
行
を
介
し
て
、
政
府
に 

.「

肺

の

资

出

企

：を

爲

じ

政

府

は

此

货

姐

金

を

軍

事

上

.の

を
增
加

し
|

旅
因
は
：之
.を
說
明
す
る
：能
.ば#

。
.蓋
し 

英

繭

銀

行

に於
け
る
.

1

其
他

預

金

」

は

此

期

間

に

.於

て
 

ー̂

四
：瓦

七

十

踮

：磅

を

横

加

し

女

る

化

.過

ぎ

ざ

り

し

：を 

'
以
て
な
5

。
固
ょ
6

支
柳
準
備
金
0

增
加
し
れ
る|

®
 

因
は
市
中
諸
銀
行
の
手
元
に
政
府
紙
幣0
保
有
せ
ら
れ 

た

る

事

實

に

存

す

と

雖

，
：も

，

爾

ほ

：
一

.
偉

|

千
1
1
1IJ

离
»

 

の
準
備
金
堺
加
に
於
て、
' 

此
原
阁
に
基
く
堺
加
は
ニ
千 

商
破
の
上
に
出
で
ざ6

し
こ
と
を
知
6

ざ

る

可

か

，ら

M

0

V

:'
:
''-,.
|
 
ニ
七
：；

ハ
.
'

1第
十
ニ
猙
ハ
八
ニ
：

 i)  
.

*

戰.
辦
と
倌
瓜
猶
货
弛

|;
财
钕



.

笊
十
二
餘.
.(

八
二
ニ)

，雜
錄
戰
爭
と
僚
用
撖
货
池
に
財
政

 

第
六
诚
、

1

一八

ず
。(
b

)

國
®

收
入
の
報
吿
に
據a'
R

、
千

九

百

十 

六
#

中

靡
^

1,.

時

借

入

金

吹

形

態

^

て

借

入

れ

た

る
 

金
额
は
英
1]
'

銀
行
週
報
に
於
け
る
，

「

政
府
證
書」

_.の
增 

*

刘
顧
よ
り
も
大
なb

じ
寧
實
ぁ>c

v
。
，
(

 

C )

千
九
西
十
六 

年
來
英
蘭
鈒
行
は
利
子.5
:

定
め
ヽ
；短
期
又
は
他
0 ,
期
間 

に
於
て
、
諸
鈒
行
の
猶
高
を
吸
收
し
た
り0

7)

英
蘭 

銀
行
迥
裉
に
於
け
る
變
動
の
意
義
を
解
釋
す
る
に
慣
れ 

た
る
金
融
界
の
尊
門
家
は
千
九
百
十$

1

月
十
一
一
日 

よ
り
ニ
月
十
六a

に
至
る
間
$

分
利
付
»

事
.公

債

の

.發 

行
に
際
し
て
、
英
蘭
銀
行
の
週
報
に
起
れ
る
變
動
に
就 

て
、
練
察
を
下
し
介6
0
例
へ
. 

'ば「

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト」

は 

千
九
百
十
七
年
五
月
十
九
日
の
特
別
銀
行
號
に
於
て
日 

く
英
蘭
銀
行
の
週
報
は
趴
時
同
銀
行
が«
||
*

る
仕
事 

を
行
ふ
.爲
め
に
、
甚
だ
了
解
に
函
難
な
る
點
を
生
じ
來 

れ
シ
。
殊
に
英
蘭
銀#

が
.
他
の
銀
行
よ
6

資
金
を
借
入
' 

.る

、
爲

め

に

、
此
困
雛
を
大
«

ら

し

め

た6
。
往
時
に 

於
て
は
英
蘭
銀
行
が
資
金
を
借
入
るS

や
、
.
證
書
幷
に.

預
金
の
漸
項
ょ
り
、
同
額
の
減
少
を
來
し
た6

。
然
る 

に

今

日

斯

る

事

，あ

•，ら
ん
か
.、
双
方
の
項
目
に
於
け
る
金 

额

の

燦

加

を

生

中

可

し

と

。
:'
、

之
&

要
す
る
に
、
戰
時$

諸
龈
行
の
支
挪
準i

 

の
大
に
，增
加
し
た
る
はS

英
蘭
級
行
の
f t

用
膨
脹
、
英 

蘭
銀
行
に
於
け
る
市
ホ
，諸
銀
行
勘
定
に
對
す
る
«
#
、 

政
庥
の
.諸
銀
，行
遊
金
に
#
す
各
借
入
金
の
挪
出
政
府
紙 

幣
■の

形

態

に

於

け

る

市

中

諸

銀

行

支

挪

準

備

金

，の

潜

加 

諸
銀
行
の
膨
脹
せ
し
め
た
，る
.信
用
の
政
府
刹
用
等
に
基 

く
も
の
に
し
て
、
斯
る
增
加
：に
就
て
、
市
中
諸
鈒
行
の 

取
引
先
が
法
貨
を
引
出
ず
ょ
多
く
之
を
预
入
れ
た 

る

乙
^ '

に
出
、

0

る
作
用
は
之
を
見
る
能
は
す
、
寧
ろ
公 

衆
は
物
價
賃
銀
に
急
速
な
る
騰
貴.の

行

は

る
>

結
果
、 

_

戦
以
來
法
貨
を
吸
入
し
て
巳
ま
ざ
ぅ
き
。
千
九11十 

.四
年
中
市
中
諸
銀-

に
六
千
^

fi

一
 

二
十 

.萬
磅
を
增
加
し
た
る
ば
、
英
蘭
銀
行
の

「

其
他
預
金」

揿 

加
し
、
且
づ
政
府
紙
幣0
形
態
に
.
.於
て
、
市
中
諸
銀
行

の
手
元
現
金
增
加
し
た
る
に®

す
可
く
、
千
九
西
十
五 

年
に
於
妙
る
ニ
西
八
十
萬
破
の
小
な
る增

加

は「

其
也
 

预金
」
：：

に
於
け
る
數
W

鸹
磅
の
減
少
に
基
&

又ヽ

千
^
? 

西

士
- ^

に
於
け
る
一.億
-

千
三
.
西

蔣

磅

の

增

加

は

.
政 

府
の
銀
行
遊
金
に
對
し
て
數
次
行a

た
る
借
入
#
に
市 

巾
諸
銀
行
に
於
け
る
手
元
现
金
の
增
加
に依

る

名

の

な

獨
逸
兼
營
銀
行
論

I

(

獨
逸
兼
營
銀
行
の
銀
行
經
濟
的
經
營
關
係 

の
解
剖)

.

‘'

大

矢

知

:

昇

五

.不
斷
的
發
M

を
爲
.し
，つ
つ
あ
る
獨
逸
經
濟
生
活
に
戰 

應
叱
て
、
進
步
す
る
獅
逸
兼
營
銀
行
の
本
體
を
、
把
振

1

十
i

 

(

八
二
三)

紙
.

.
0
.

獨
逸
f

銀
行
-論

し

、

國

设

經

濟

的

見

地

ょ

ゥ

、

こ

れ

の

.
功

罪

を

批

判

せ
 

ん
ど
す
る
f

c

は
、
該
銀
行
の
裰
行
經_

的
實
在
0

認
識

(
E
r
k
e
n
n
t
n
i
.
s
a
e
r
b
a
n
k
w
i
r
t
s
c
.
l
l
a
f
t
H
c
h
e
n W

i
r
k
H
c
h
k
e
i
t
}

 

を
其
出
發
點w

爲
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
而
し
て
北1!
|1 

R

至
ら
ん
ヒ
す
る
に
ば
、
經
驗
的
銀
行
科
學
的
硏
究
な 

る

手

段

に

倚

恃

す

る

の

舞

；あ
る
、蓋
し
、
抽
象
的
歼 

究
は
經
驗
的
•銀

行

科

學

的

硏

究(e
m
p
i
r
i
s
c
h
e

 

b
a
n
k
— 

wissenschaftiiche 

F
o
r
s
c
h
u
n
g
)

を
基
-«
と
^
す
@

こ
初 

め

て

其

確

實

と

妥

.當

と

を

認

識

せ

ら

るyか
ら
-で
あ 

る
0
か
の
包
括
的
硏
货
を
以
つ
て0
行
論
の
*
高
科
學 

的
目
的
な
り
と
喝
破
し
、
此
意
味
に
於
い
て
、
從
來
の 

.獨
逸
兼
營
銀
行
論
^
3
1
1M

u
l
t
u
m
,

 

s
e
d

 

M
a
l
t
a

な
り 

と

、

罵

ぅ

レ

、
、ボ

ー

ゼ

 

一

{

ッ
ク
す
ら
、，
其
著『

新
獨
逸
兼 

營
銀
行
論』

'の

第1

卷
に
於
い
て
は
専
ら
經
驗
的
、
硏 

究
方
法
に
依
倚
し
た
る
が
如
き
名
亦
明
ら
か
に
此
問
の

. 

消
息
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
經
«

的
^

究
の
®
象
た
る 

兼
營
鈒
行
は
、
獨
逸
R
於
け
る
、
す
べ
て
の
兼
營
龈
行

f
パ
、號

九

i

$

m

s

e
b
e

内t
丨'上きi

f時

,̂1-.1
il


